
様式 A 電子・情報システム特別研究Ⅰ（全特別研究指導教員） 

科目にかかわる情報 

科目の 

基本 

情報 

授業科目 

（欧文） 
電子・情報システム特別研究Ⅰ 

Thesis Work Ⅰ 
単位 ８ 

一般・専門の別・ 

学習の分野 
専門・実験・実習 授業形態・学期 実験・通年 

対象学生 ＥＣ－１ 必修・選択の別 必修 

担当教員・所属 八木，眞鍋，植月，嶋田（電気電子システム系），香取（先進科学系），

藤田，菊地，薮木，宮下，曽利，寺元，大平（情報システム系） 

科目の 

学習・ 

教育内 

容にか 

かわる 

情報 

基礎となる学問分野 工学／電気電子工学･情報工学 

専攻科学習目標との

関連 

本科目は専攻科学習目標「(4)特別研究を自主的，積極的に推進すること

により，技術者として必須の問題発見能力と課題解決能力，すなわち創

造的な成果を生み出すデザイン能力，研究能力を身につけるとともに，

研究結果を学会などで発表し，他の研究者や技術者との交流を通じて，

プレゼンテーション能力やコミュニケーション能力を身につける。」に相

当する科目である。 

技術者教育 

プログラムとの関連 

本科目が主体とする学習・教育到達目標は「（E）研究能力の育成,E-1:工

学現象を解析するための科学的な実験の計画・遂行・考察ができ，応用

できること」であるが，付随的には「A-3」，「C-1」，「C-2」，「D-1」，「D-2」，

「D-3」，「E-2」，「E-3」，「F-1」，「F-2」，「G-1」，「G-2」，「H-1」にも関与

する。また，本科目ではデザイン能力の中の構想力，問題設定能力，公

衆の健康・安全，文化，経済，環境，倫理等の観点から問題点を認識す

る能力，およびこれらの問題点などから生じる制約条件下で解を見出す

能力，構想したものを図，文章，式，プログラム等で表現する能力，継

続的に計画し，実施する能力の育成に関与する。なお，本科目に関連し

て技術者倫理に関する講演会を必ず聴講すること。 

授業の概要 

特徴ある研究課題に取り組むことにより，自主的な問題発見能力と課題

解決能力の養成を目的とし，知識の深化と研究開発能力を体得する。成

果は中間発表概要として提出され，必要に応じて学会等での外部発表を

行う。 

学習目的 工学的あるいは技術的な課題を見出す能力，またその課題を具体的に解

決する能力を修得し，技術者としての基本的な素養を身につける。 

到達目標 

１．国際論文等を通して研究テーマに関する情報を調査し，先端技術の

動向を把握できる。 

２．研究遂行計画を主体的に立案するとともに，ハードウェア・ソフト

ウェアを利用し，実験･解析を具体的に実行して，技術的課題を解決で

きる。 

◎３．研究成果を学外の学会等で発表できる，と同時に多くの技術者と

自由に意見交換や交流ができる。  

◎４．技術者としての自覚を持ち，地域社会や広く世の中に貢献できる。 



履修上の注意 

本科目は「授業時間外の学習を必修とする科目」である。１単位あた

り授業時間として１５単位時間開講するが，これ以外に３０単位時間の

学習が必修となる。これらの学習については担当教員の指示に従うこと。 

履修のアドバイス 
極めて多くの時間が割当てられている。与えられた環境の中で最大の成

果が出るように，自主的に研究活動を行うこと。 

基礎科目 これまで学習してきた科目全般 

関連科目 専攻科で学習する科目全般 

 
様式 B  電子・情報システム特別研究Ⅰ（全特別研究指導教員） 

授業にかかわる情報 

授業の方法 

担当教員の指導のもとに，研究活動を主体的に実施する。取り組みの中で，工

学的研究の進め方，科学技術論文の書き方，発表・討論の仕方を適宜指導・助言

する。 

 

 
授 

開講週 
授業時間内の学習内容〔項目〕 

（指示事項） 

授業時間外の学

習内容〔項目〕 

（指示事項） 



業

計 

画 
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期 

１～３０週 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 ガイダンス（指導教員から特別研究の進め方，各研究分

野に関する説明） 

 特別研究テーマごとに計画的に進めるが，この間に最低

限求められる主な報告会等の行事は以下の通りである。

本単位を取得後，2 年で継続して研究を実施する。 

 研究テーマと研究計画の時期（4 月～5 月） 

 研究を発展させるべき分野を見極め，研究題目を見つけ

る。研究目的や背景への理解を深め，具体的テーマを決

める。研究方法などについて検討し研究計画を立てる。

この研究テーマと推進計画について発表する。 

 テーマ発表会（6 月頃） 

 校外実習（夏期休業中） 

 校外実習報告会（10 月頃） 

 学習の成果は，校外実習報告書にまとめ専攻主任に提出

する（9 月頃）。 

 校外実習終了後にアンケートを実施する。 

 実験・解析の試行と検証の時期（6 月～2 月） 

研究計画に従って、実験・解析の試行と検証を行う。こ

れまでの成果のまとめを行う． 

 中間発表の準備（中間発表の概要・予稿の作成等）を行

う。 

 

教科書，教材等 
教科書：本科，専攻科で使用してきた教科書 

参考書：指導教員の指示する文献や書籍等 

成績評価方法 

授業計画で示されている条件を指導教員等により評価する。具体的には，テーマ

発表会を専門的能力（10%）、校外実習報告会を分野横断的能力（10%）とする。

ならびに中間発表の準備（概要、予稿）と技術者倫理講演会レポートで専門的能

力（70%）、校外実習報告書で分野横断的能力（10%）。評価に当たっては，教育プ

ログラムの（A）および（C）～（H）の各項目に対して達成度を評価し，合計評

価点の 6 割以上をもって合格とする。評価点が合格点に達しない場合は，指導を

行い，再評価を行うことがある。 

受講上のアドバイス 

本科目は専攻科における最も重要な主となる科目である。したがって，あらゆる

面で主体性を持って全力で取り組むことが求められる。また，２年では大学評

価・学位授与機構から「学士」を取得する際に，「学修総まとめ科目履修計画書」

と「学修総まとめ科目の成果の要旨等」の提出が必要である。これらはいずれも

特別研究の内容が基盤となることを念頭に研究活動を進める必要がある。なお，

前後期終了後に研究実施記録簿の提出を行うこと。 

 
 
 



 
 

ルーブリック 

 優 良 可 不可 

評価項

目 1 

外国語の論文で

調査でき，必要な情

報の収集と整理・分

析により関連の技

術・研究動向が理解

できる。 

外国語の論文で調査

でき，必要な情報の

収集と整理・分析に

より簡単な関連の技

術・研究動向が理解

できる。 

与えられた外国語の論

文を読むことができ

る。日本語の文献を調

査できる。 

与えられた外国語の

論文を読むことができ

ない。日本語の文献を

調査できない。 

評 価 項

目 2 

研究目的に沿って

自ら研究計画が立

案でき,仮説や調査

の検証・評価方法・

結果を論理的に説

明することができ

る。 

研究目的に沿って自

ら研究計画が立案で

き,簡単な仮説や調

査の検証ができる。 

実験・解析方法・結果

が理解でき,教科書を

参照しながらその意

味がわかる。 

実験・解析方法・結

果が理解できない。  

評 価 項

目 3 

外国語による学会

発表・意見交換がで

きる。 

外国語でのポスタ

ー発表ができる。 

日本語による学会発

表・意見交換ができる。 

日本語による学会発

表・意見交換ができな

い。 

評 価 項

目 4 

技術が社会や自

然に及ぼす影響や

効果を理解し，技術

者が社会に負って

いる責任を理解で

き，技術者として成

長するために継続

的な自己研さんが

でき，地域の課題を

解決するための行

動を起こせる。 

技術が社会や自然に

及ぼす影響や効果を

理解し，技術者が社

会に負っている責任

を理解でき，技術者

として成長するため

に継続的な自己研さ

んができる。 

技術者として成長する

ために継続的な自己

研さんができる。 

技術者として成長する

ための継続的な自己

研さんができない。 

評価割合 

 試験 発表 
相互評

価 

自己評

価 
課題 報告書 合計 

総合評

価割合 
0 20 0 0 80 0 100 

基礎的

能力 
0 0 0 0 0 0  



専門的

能力 
0 10 0 0 70 0 80 

分野横

断的能

力 
0 10 0 0 10 0 20 

 


